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	応用
	抗原情報
	背景
	アデニル酸シクラーゼは、ATPから環状AMP（サイクリックAMP）の生成を触媒する膜結合型酵素です。酵素活性は複数のホルモンによって制御されており、様々なポリペプチドが受容体から触媒部位へのシグナル伝達に関与しています。刺激性受容体（Rs）または阻害性受容体（Ri）は、GTPase活性を示すGタンパク質（GsおよびGi）と相互作用し、アデニル酸シクラーゼの触媒サブユニットの活性を調節します（RefSeq提供、2008年7月）。触媒活性：ATP = 3',5'-環状AMP + 二リン酸​​。補因子：サブユニットあたり2個のマグネシウムイオンを結合。酵素調節：カルシウム/カルモジュリンによって活性化。機能：これは膜結合型で、カルシウム刺激性のアデニル酸シクラーゼです。学習、記憶、薬物依存に関与している可能性があります。,類似性:アデニル酸シクラーゼクラス 4/グアニル酸シクラーゼファミリーに属します。,類似性:2 つのグアニル酸シクラーゼドメインが含まれます。,
	研究分野
	プリン代謝、カルシウム、ケモカイン、卵母細胞減数分裂、血管平滑筋収縮、ギャップ結合、長期増強、味覚伝達、GnRH、プロゲステロン媒介卵母細胞成熟、メラニン形成、拡張型心筋症。
	画像データ
	

	ADCY8抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ADCY8抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

